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   A 42-year-old male was admitted to our Hospital. Diagnosis of invasive bladder cancer was made 
and a total cystectomy was carried out on September 14,1982. Histological examination showed transitional 
cell carcinoma, grade II X, pT2NoMo. After cystectomy, the patient was treated with a combination 
chemotherapy of cis-platinum, cyclophosphamide, adriamycin and 5-flurouracil. After 3 years, he noticed 
an area of reddish and painless rashes around the urethral meatus. A biopsy of the skin lesion showed a 
nest formation of transitional cell carcinoma with lymphocyte infiltration under the squamous epithelium. 
   A urethrectomy was carried out on January, 28, 1986. A histologic study established the diagnosis of 
recurrent ransitional cell carcinoma. The pathological process seemed to be a result of hematogenous 
metastasis rather than multicentricity or implantation. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 34: 1043—.1046, 1988)























現病 歴:肉 眼的 血 尿 を主 訴 と して来 院 した42歳男 性
の膀胱 腫 瘍 患者 で,1982年9月14日に 当院 に お い て,
膀 胱 全摘 除 術 お よび リンパ節 郭 清,回 腸導 管 造 設術 を
施 行 した.組 織診 断 は,移 行 上 皮癌,gradeE～ 皿
pT2NoMoであ った.
後療 法 と して,Cyclophosphamidc,Adriamycin,
CDDP,5-FUに よ る化学 療 法 を 行 い定期 的 に 経過 観
察 して いた.1985年IO月頃 よ り,亀 頭 に発 赤 を 認 めた
た め,1986年1月20日,精査 目的に て,入 院 とな る.

























中 心に,自 発 痛,分 泌 物 のな い発 赤 した皮 疹 を認 め る
(Fig.1).腹部 に は,膀 胱全 摘 除 術後 の 術創 お よび ス
トーマ を認 め る.心 肺理 学所 見 に は特 に 異常 を 認 め る
こ とが で きなか った.表 在 リ ンパ 節 も触 知せ ず 。
















治療 お よび経 過:入 院 時,外 尿道 口を 中心 に見 られ
る亀頭 部 の 皮疹 を生 検 した と ころ,組 織 学 的 に,リ ン
パ球 浸潤 を伴 った腫 瘍 細 胞 の巣 状 集塊 を認 め た.弱 拡
大 像 で は,核 内 ク ロマチ ンの不 均 一 の細 胞 を一 部 に認
め,細 胞構 策 は,層 状 配 列 を呈 し,移 行 上 皮癌 と考 え
れ た(Fig.2).
胸 部X-P,IVP,CTscan,超 音波 検 査 な どで は,
遠隔 転 移 を疑 わ せ る所 見 は認 め られ な か っ た.以 上 の
こと よ り,膀 胱 腫瘍 の亀 頭 部再 発 と して,1986年1月
28日,外尿道 口周 辺 の亀 頭 部 を 含め,尿 道 切 除 術を 施
行 した.肉 眼 的 に は,尿 道 粘 膜 に,腫 瘍 の存 在 を疑 わ
せ る所 見 は,認 め られ なか った(Fig.3).
切 除 標 本 の病 理 組 織学 的 検 査 で は,舟 状 窩 に も,移
行 上皮 癌 の組 織 像 を 認 め た(Fig.4A,B),
しか し,振 子 部 尿 道 粘膜 に は,リ ンパ球 浸 潤が 著 明
であ ったが,dysplasiaやcarcinomainsituを示
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